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修理情報 
 

先進安全技術のエーミング作業について 

【ミラ トコット LA560S 系】 
1. はじめに 

先進安全技術を搭載した事故車の修理では、関連システムを正しく作動させるためのエーミング作業

が必要となる場合があります。今回は、ダイハツの衝突回避支援システム スマートアシストⅢを搭載し

た「ミラ トコット LA560S 系」のエーミング作業を実施しましたので、ご紹介します。 

 

2. 調査車両  

エーミング作業を行った調査車両の仕様は以下のとおりです。 

・ミラ トコット 4WD G“SA Ⅲ”パノラマモニタ対応純正ナビ未装着車 

注：当該車両に装備されていない機能については調査を実施しておりません 

 

3. 先進安全技術の仕様と必要なエーミング作業  

調査車両に装備されていた先進安全技術の仕様と、これらに関連したシステムに必要なエーミング作

業は以下のとおりです。 

 

 なお、各エーミング作業の詳細な手順は「4. エーミング作業手順の紹介」でご説明します。 

 

4. エーミング作業手順の紹介  

 ここから各エーミング作業の手順をご紹介します。 

なお、本記事は、エーミング作業の概要をご紹介するものであり、サービスマニュアルに記載の注意

点や必要な作業の全てを記載しているものではありません。 

実際に作業を行う際は、最新のサービスマニュアルの記載内容をご確認ください。 

 

（1）ステレオカメラ光軸調整作業 

ウインドシールドガラスまたはステレオカメラECUの脱着または取替を行った場合に作業が必要となり

ます 

■注意■ 

・ 測定は水平なところで行う 

・ 暗い所で調整を行わないこと 

・ 写真に示す範囲内の周囲および路面に調整用ターゲ

ットと似た模様がないことを確認する 

・ 調整作業はできる限り精度よく行う 

・ ステレオカメラ ECU の画角内に照明などの光源や鏡

面の反射物を設置しないこと 

・ ステレオカメラ ECU調整用ターゲット面が均一な明るさになっていること 

先進安全技術の仕様 必要なエーミング作業
（1）ステレオカメラ光軸調整作業
（2）ソナー機能検査作業（フロント）
（3）ソナー機能検査作業（リヤ）

スマートアシストⅢ

約 3.0m 

約 1.0m 

約 1.0m 
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・ 調整作業はできる限り屋内で行い、屋外で行う場合は、日光が車両前方や後方から照射して

いない場所で行うこと 

 

① 調整前作業 

a. タイヤの空気圧を正規に調整する 

b. 車両内の荷物を降ろす（調整中は人が乗り込んでいない状態で実施すること） 

c. ステレオカメラ ECU 取付部のウインドシールドガラス表面に汚れや水滴がある場合は取除く 

d. ウインドシールドガラス表面への写り込みを防止するため、インストルメントパネルの上に物

などを置かないこと 

e. SST を凹凸のない堅い板に貼付ける 

■注意■ 

テープで貼付ける場合は、テープを余白部分に貼付け、

模様の上に貼付けない 

 

 

 

f. ターゲット裏面にマグネットシートを貼付け、ターゲッ

トの左右、上下中心線を基準にしてスタンドにターゲッ

トを垂直に貼付ける 

■基準■ 

・ ターゲットが傾いていない 

・ 地面から SST上下中心線までの高さ=1056mm 

・ 地面から SST模様下端までの高さ=447mm 

② ターゲット設置 

a. 車両前後の TOCOT およびダイハツエンブレムの中心か

ら、先端のとがったおもりを付けたひもを垂らし、路面

に A、B 点をマーキングする 

■基準■ 

おもりによる位置精度=±10.0mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

SST 

プラスチックダンボール

A 点 

B 点 

1056㎜ 
447 ㎜ 

上下中心線 

スタンド 

今回はプラスチックダンボールを使用した板に 

マグネットシートを貼付済のものを使用しました 
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b. B 点にひもをガムテープなどで固定し、A 点を通る車両前

方 3000mm の地点に固定する 

 

 

 

 

 

c. A 点から車両前方 2500mm の地点にC 点をマーキングす

る 

■基準■ 

メジャーによる中心位置だし精度=±5.0mm 

d. C 点から車両中心線（A-C）に対して垂直にひもを張り、

SST の左右中心線と C 点を合わせ、SST を車両側に向け、

車両中心線（A-C）に対して垂直に設置する 

 

e. ターゲット模様の左右それぞれの端から先のとがったお

もりを垂らし、地面との設置点（D、E）をマーキングし、

AD と AE の長さが一致していることを確認する 

長さが一致していない場合は、一致するよう設置位置を

調整する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

f. SST 中心および両端の 3 点が基準の高さになっているか

確認する 

SST が傾いている場合は再度基準高さに調整する 

■基準■ 

・ ターゲットが傾いていない 

・ 地面から SST模様下端までの高さ=447mm 

③ 光軸調整 

a. 車両を停止状態にする 

b. IG"ON"後、ステレオ カメラ ECU の起動待ちのため、約 5 秒間放置する 

c. DS-Ⅲを使用して［ステレオカメラ］の［ユーティリティ］を選択する 

D 点 

E 点 

D 点 

E 点 
A 点 

長さが同じ 

447 ㎜ 

C 点 車両中心線 A 点 

2500㎜±5 ㎜ 

A 点 車両中心線 

3000㎜ 



 自研センターニュース 2019 年 2 月号  5 

 

d. ［ステレオカメラ光軸調整］を選択し、画面の指示に従い光軸調整を実施する 

e. 光軸調整終了後 IG"LOCK"し、再度 IG"ON"にする 

 

（2）ソナー機能検査作業（フロント） 

フロントバンパカバー、フロントソナーECUまたはウルトラソニックセンサ№1（フロントソナー車両中

央側 2か所）の脱着または取替などを行った場合に作業が必要となります 

① 前作業 

■注意■ 

・ 測定は水平なところで行う 

・ 検査実施時は、できる限り精度よく行う 

a. タイヤの空気圧を正規に調整する 

b. 車両内の荷物を降ろす （調整中は人が乗り込んでいない

状態で実施すること） 

c. ウルトラソニックセンサ No.1（フロントソナー）表面を

清掃する{ウルトラソニックセンサ No.1（フロントソナー）

自身が汚れている場合、ソナー検査を開始できない} 

d. シフトレンジを「D」にして、機能停止コード 15E が点灯していないことを確認する 

② ソナー検査場所の設定 

a. ソナー検査は車両前方 1ｍ先にある壁やガラスなどのタ

ーゲットに対して水平なところで行う 

 

 

b. 写真に示す範囲内に超音波反射物（金属、ガラス、ゴム、

木材など）が置かれていないことを確認する 

また、可能な限りその周辺にも超音波反射物がない方が

望ましい 

③ 車両の設置 

a. ターゲットが、地面に対して鉛直方向に設置されている

ことを確認する 

b. ターゲットから垂直方向にガイドラインを設定し、車両

左側前後輪をガイドラインに合わせる 

 

 

c. 写真のようにターゲットから 1000±30mm の距離に車両

を停車させる 

  

約 1.0m 

約 1.0m 

約 1.0m 

ガイドライン 

1000㎜±30㎜ 

今回は壁をターゲットとして使用しました 
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④ 機能検査（ソナーエリア検査） 

a. 車両を停止状態にする 

b. IG"ON"後、フロントソナーECU の起動待ちのため、約 2 秒間放置する 

c. DS-Ⅲを使用して、［フロントソナー］の［ユーティリティ］、［ソナーエリア検査］を選択し、

「次へ」を押す 

d. ソナー検査が完了すると「終了」を押して検査終了となる 

e. ステレオカメラ ECU およびフロントソナーECU の過去ダイアグを消去する 

 

 ～参考～ 

フロントバンパカバーには 4つのウルトラソニックセ

ンサ№1が装着されています 

ソナー機能検査作業（フロント）は車両中心側 2か所

のスマートアシスト用センサの機能検査になります 

 

 

 

（3）ソナー機能検査作業（リヤ） 

リヤバンパカバー、リヤソナーECUまたはウルトラソニックセンサ№1（リヤソナー）の脱着または取替

などを行った場合に作業が必要となります 

① 前作業 

■注意■ 

・ 測定は水平なところで行う 

・ 検査実施時は、できる限り精度よく行う 

a. タイヤの空気圧を正規に調整する 

b. 車両内の荷物を降ろす（調整中は人が乗り込んでいない状態で実施すること） 

c. ウルトラソニックセンサ No.1（リヤソナー）表面を清掃する（ウルトラソニックセンサ No.1

（リヤソナー）自身が汚れている場合、ソナー検査を開始できない） 

d. シフトレンジを「R」にして、機能停止コード 15E が点灯していないことを確認する 

② ソナー検査場所の設定 

a. ソナー検査は車両後方 1ｍ先にある壁やガラスなどのタ

ーゲットに対して水平なところで行う 

 

 

b. 写真に示す範囲内に超音波反射物（金属、ガラス、ゴム、

木材など）が置かれていないことを確認する 

また、可能な限りその周辺にも超音波反射物がない方が

望ましい 

  

約 1.0m 

約 1.0m 

約 1.0m 

今回は壁をターゲットとして使用しました 

コーナセンサ 

（コーナセンサ共用） 
スマートアシスト用センサ 
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③ 車両の設置 

a. ターゲットが、地面に対して鉛直方向に設置されている

ことを確認する 

b. ターゲットから垂直方向にガイドラインを設定し、車両

右側前後輪をガイドラインに合わせる 

 

 

 

c. 写真のようにターゲットから 1000±30mm の距離に車両

を停車させる 

 

 

 

 

 

④ 機能検査（ソナーエリア検査） 

a. 車両を停止状態にする 

b. IG"ON"後、リヤソナーECU の起動待ちのため、約 2 秒間放置する 

c. DS-Ⅲを使用して、［ソナー］の［ユーティリティ］、［ソナーエリア検査］を選択し、「次へ」を

押す 

d. ソナー検査が完了すると「終了」を押して検査終了となる 

e. ステレオカメラ ECU およびリヤソナーECU の過去ダイアグを消去する 

 

5. エーミング作業参考時間（ミラ トコット 4WD G“SA Ⅲ” パノラマモニタ対応純正ナビ未装着車） 

今回紹介したエーミング作業の参考時間は以下になります。 

エーミング作業名 参考時間 

（1） ステレオカメラ光軸調整作業 ※ 0.6 

（2） ソナー機能検査作業（フロント） ※ 0.3 

（3） ソナー機能検査作業（リヤ） ※ 0.3 

※ 別途故障診断機（DS-Ⅲ）の準備・収納、DTC 確認・消去が必要になります。参考時間：0.2 

 

6. おわりに  

今回、ダイハツ ミラ トコットLA560S系の先進安全技術に関わるエーミング作業をご紹介しました。 

実際にエーミング作業を実施する場合には、車両の仕様や作業の要否を自動車メーカ発行のサービス

マニュアルなどで確認してください。 

（参考：ダイハツ ミラトコット LA550S、LA560S 系 ServiceManual） 

（指数部／上田 修、技術開発部／佐々木 孝一） 

ガイドライン 

1000㎜±30㎜ 
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修理情報  

 

 

フォルクスワーゲン ポロ(AWCHZ)の 

フロントバンパについて 

 

 フォルクスワーゲン ポロ（AWCHZ）のフロントバンパ構造の特徴ならびに脱着取替作業について紹

介します。今回、構造調査を実施した車両は TSI Highline です。 

 

1．フロント部の構造 

TSI Comfortline または TSI Highline にオプション設定のセーフティパッケージを装備した車両には

パークディスタンスコントロール（フロントセンサ）が取付けられています。 

プリクラッシュブレーキシステム Front Assist は全グレードに標準装備されています。アダプティブ

クルーズコントロール”ACC”は、TSI Highline に標準装備、TSI Comfortline にオプション設定されて

おり、クルーズコントロールにレーダセンサを組合わせたシステムを採用しています。レーダセンサは、

ラジエータグリルのフロント VW エンブレム裏側に、取付けられています。 

また、アクティブボンネットは全グレードに標準装備されています。 

  

フロントセンサ 
レーダセンサ 

アクティブボンネット 

歩行者プロテクション用 

アクチベータ 

リッド用ヒンジ 
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2．フロントバンパカバー取外し作業 
フロントバンパカバーが取付けられた状態 

フロントバンパカバー上部は、フロントガイドセ

クションセンタにスクリュで取付けられていま

す。 

両端部はスクリュおよびツメで取付いています。

スクリュを取外し、フロントバンパカバーの両端

部を外側に開いてツメを外します。 

フロントバンパカバーを車両前方に引き、レーダ

センサ、フロントセンサおよびフォグランプのハ

ーネスを縁切ります。 

○：スクリュ箇所 

○：スクリュ箇所 

フロントバンパカバー取外し状態 

レーダセンサ縁切箇所 

フロントセンサおよび 

フォグランプ縁切箇所 
フォグランプ縁切箇所 

フロントガイドセクションセンタ 
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3．フロントバンパカバー構成部品 

フラップガスケット 

レーダセンサ ラジエータグリル 

フロントＶＷエンブレム 

Ｏリング 

フロントバンパカバー 

フロントバンパ 

ハーネス 

フロントセンサ 

フロントパーキング 

センサブラケット 

フロントパーキングセンサ 

ブラケットセンタ 

フロントパーキングセンサ 

ブラケットパークアシスト用サイド 

クーリングエアグリル 
ハロゲンフォグランプ 

エアバッグ 

クラッシュセンサ 

クーリングエアグリル 

トリムストリップ 

クーリングエアグリル 

トリムストリップクーリング 

エアグリルセンタロア 

ライセンス 

プレートブラケット 

フロントスポイラ 

フロントバンパカバーの構成部品は、ボルト、ツメおよびスクリュ等で取付けられています。各

種フロントセンサブラケットは溶着されています。 

フロントバンパカバー裏側 フロントセンサブラケットの取付け 

イメージ 

溶着箇所 

構成部品 
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4．フロントバンパカバー取替 

現在、フロントバンパカバーの補給部品は、セーフティパッケージ装着車専用(フロントセンサの

穴あけ、各種フロントセンサブラケットが取付けられた状態)の設定がされていません。そのため、

ライセンスプレートブラケットの穴あけ加工ならびに SST を使用したフロントセンサの穴あけ加

工、フロントパーキングセンサブラケットの接着・溶着作業が必要となります。 

以下、その穴あけ作業事例を中心に説明します。 

フロントバンパカバー補給部品裏側 

(1)ライセンスプレートブラケット取付用穴あけ加工 

 

ライセンスプレートボルトの逃げ穴およびライセン 

スプレートブラケットのクリップ取付穴をあけます。 

フロントバンパカバー裏側には、ライセンスプレー

トブラケット取付用の穴あけ位置の印があります。 

ライセンスプレートボルト 

逃げ穴（φ８） 

ライセンスプレートブラケット 

クリップ取付け穴（φ８） 

(2)フロントセンサ取付用穴あけ加工 

フロントセンサ取付穴をあけます。フロントバンパカバー裏側には、フロントセンサ取付用の穴あけ位置の

印があります。 

○：フロントセンサ取付用穴あけ箇所 

(3)各種フロントパーキングセンサブラケット取付け 

フロントパーキングセンサブラケットセンタおよびフロントパーキングセンサブラケットは接着で取付けます。

フロントパーキングセンサブラケットパークアシスト用サイドは溶着で取付けます。取付作業はＳＳＴを使用

します。 

穴あけ用 SST を取付けた状態 

ボルトヘッド 

ドリルで下穴をあけます。 フロントバンパカバーの内側

から穴あけ用の SST をセット

します。 

工具を使用してボルトヘッドを

回転させることにより、パンチ

用のアタッチメントがフロント

バンパカバーを貫通します。 

研磨し、清掃を行います。 
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（指数部／小林さと美） 

 

フロントパーキングセンサブラケット 

パークアシスト用サイド取付位置 

フロントパーキングセンサ 

ブラケットセンタ取付位置 

フロントパーキングセンサ 

ブラケット取付位置 

□：接着箇所 

□：溶着箇所 

①接着作業 

フロントパーキングセンサブラケットセンタおよびフロントパーキングセンサブラケットを取

付ける際は、SST を使用して接着剤で取付けます。 

②溶着作業 

フロントパーキングセンサブラケットパークアシスト用サイドを取付ける際は、SST を使用して

溶着で取付けます。 

ペーパヤスリ等で足付けし

て、クリーナで清掃します。ブ

ラケット側も同様に行います。 

プライマを塗布します。 

ブラケット側も同様に行いま

す。 

SSTを使用してブラケットを仮

付けして、隙間から接着剤を

バンパ側に塗布します。 

SST で固定して約３０分間硬

化させます。 

SST でブラケットを固定しま

す。 

SST（VAS6872）を使用して

１０秒程度保持して、ブラケッ

トをバンパに溶着します。 

８カ所溶着を行います。 ニッパでカットします。 

【使用したＳＳＴおよび材料等】 

クリーナ、プライマ 

ＳＳＴ：ＶＡＳ６６１４／１ 接着剤（２液型）および 

カートリッジガン 
ＳＳＴ：ＶＡＳ６６１４Ｃ ＳＳＴ：ＶＡＳ６８７２ 

5．まとめ 

今回紹介させていただいた内容は、部品の補給など変更される場合がありますが、修理作業において

は最新の情報をご確認のうえ、ご活用願います。また、フォルクスワーゲングループジャパン株式会社

では、作業について専用の SST 等を指定しておりますので、該当部位の作業が必要な場合は「認定ボ

ディショップ」への入庫を推奨しています。 
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新型車構造情報      

BMW 523d〈G30〉(JC20)の 

フロント構造について 

 

BMW523d〈G30〉のフロント周りの構造の特徴について紹介します。 

BMW5 シリーズ〈G30〉は、骨格部位だけでなくフロントエンドにもアルミニウム合金を採用し、軽量

化が図られています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1．フロントバンパの特徴 

 （１）フロントバンパの構造 

フロントバンパ上側にフロントグリルが配置され、その中央にサラウンドビューカメラが取付け

られています。フロントバンパトリムパネルを取外す際には、両側フロントグリルの脱着を伴いま

す。更に、サラウンドビューカメラを取替えた場合は、ワークショップシステムを使用したコント

ロールユニットのプログラミング／コーディングが必要となります。 

ACC センサは、フロントバンパ下寄りのフロントバンパキャリアとフロントロアバンパキャリ

アの間に配置されています。取外し作業は、フロントバンパトリムパネルを取外した状態で行いま

す。また、ACC センサを取外した場合は、ACC 調整ユニット一式と BMW 診断システムを使用し

た調整が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 フロントバンパトリムパネル 

 

フロントグリル 

 

サラウンドビューカメラ 

 

ＡＣＣセンサ 

 

フロントバンパトリムパネル取外し状態 

 

ヘッドライト 
ＬＥＤＡＨＬ 

 エアフラップアッパ 

 
フロントバンパキャリア 

 

フロントロアバンパキャリア 

 

ＡＣＣセンサ 
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 （２）フロントバンパトリムパネルの脱着作業 

まず、フロントグリルを取外します。フロントバンパトリムパネル両端部のスクリュを外すため、

フロントホイールハウス前部カバーの一部を外します。車両右側でハーネスを縁切って、フロント

バンパトリムパネルを取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）エアフラップアッパの脱着作業 

フロントバンパキャリアを取外すために、エアフラップアッパ、両側ヘッドライト LEDAHL の

順で先に取外します。 

エアフラップアッパは、両側アッパエンジンルームカバーを取外した後、中央のフロントグリル

カバーおよびサラウンドビューカメラを取外し、フロントバンパキャリアの調整エレメントから引

上げて、エアフラップアッパ裏側のハーネスを縁切って取外します。 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エアフラップアッパ 

フロントバンパトリムパネル 

 

フロントグリル 

 

下側から 

 

フロントホイール 
ハウス前部カバー 

 

○・  ：スクリュ箇所 
□   ：縁切箇所 

 

アッパエンジンルームカバー 

 

フロントバンパキャリア 

 

裏側 

 

□：縁切箇所 
フロントグリルカバー 

 

サラウンドビューカメラ 

 

調整エレメント 

 フロントバンパキャリア 
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 （４）ヘッドライト LEDAHL の脱着作業 

前述のとおり、ヘッドライトLEDAHLを取外すためには、エアフラップアッパを先に取外す 必

要があります。フロントバンパキャリアからサポートを取外した後、上部２箇所のボルトを取外し、

下部１箇所のボルトをホイールアーチ側から取外します。 

なお、ハーネスはヘッドライトの裏側で縁切りします。 

  

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

          

    

ヘッドライトのブラケット部が損傷した場合の補修用パーツとして、ヘッドライトリペアキットが設

定されています。 

     

○：縁切箇所 
→：ボルト箇所 

裏側 

 

サポート 

 

サポート 

 

ヘッドライトリペアキットによる補修可能なおおよその損傷範囲 

上側 

 

下側 

 

■：範囲 

 
ヘッドライトリペアキット 

 

ヘッドライト LEDAHL 

 

補給部品 
ＬＨ：63 11 7 214 945 
ＲＨ：63 11 7 495 132 
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（５）フロントバンパキャリアの脱着作業 

Y－ストラット、V サポート、インテークグリル、エアガイドアッパラジエータ、エアガイドロ

アラジエータおよびアッパショックアブソーバを取外した後、フロントバンパキャリアおよびフロ

ントバンパロアキャリアを取外します。 

フロントバンパキャリア左側のボルトを取外す際には、補助クーラントポンプを縁切り、作業ス

ペースを確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （６）フロントバンパ構成部品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インテークグリル 

 

Ｖサポート 

 

Ｙ-ストラット 

 エアガイドアッパラジエータ 

 

エアガイドロアラジエータ 

 

アッパショックアブソーバ 

 

ヘッドライトＬＥＤＡＨＬ取外し状態 

 

＊フロントバンパキャリア 

 

□：縁切箇所 
○：ボルト箇所 

補助クーラントポンプ 

 

＊フロントバンパロアキャリア 

 

① 

 

① 

 
② 

 

② 

 ③ 

 

③ 

 ④ 

 

④ 

 ⑤ 

 

⑤ 

 ⑥ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 

⑦ 

 

⑧ 

 

⑧ 

 
⑧ 

 
⑧ 

 

⑧ 

 

⑧ 

 ⑨ 

 
⑨ 

 

⑨ 

 

⑨ 

 

⑨ 

 

⑨ 

 ⑩ 

 

⑪ 

 ⑫ 

 ⑬ 

 

⑭ 

 

⑮ 

 

⑯ 

 ⑰ 

 

⑱ 

 

①ガイドバンパ 
②カバー 
③センサ車線変更警告システム 
④エアインテークオープングリル 
⑤サポートフォグランプ 
⑥ＬＥＤフォグライト 
⑦カバーグリル 
⑧超音波センサ 
⑨ＰＤＣコンバータシールドリング 
 

⑩テンプセンサ 
⑪フロントバンパトリムパネル 
⑫ライセンスプレートキャリア 
⑬センタエアインテークグリル 
⑭フロントバンパケーブルセット 
⑮フロントエンジンフードシール 
⑯エアフラップアッパ 
⑰サラウンドビューカメラ 
⑱フロントグリルカバー 

① 

 
② 

 ③ 

 
④ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 

⑥ 

 

⑦ 

 ⑧ 

 ⑨ 

 

⑩ 
 

 
⑪ 

 

⑫ 

 ⑬ 

 
⑭ 

 
⑭ 

 
⑮ 

 

⑮ 

 ⑯ 

 

⑰ 

 ⑯ 

 

⑱ 

 ⑲ 

 
⑳ 

 ①Ｖサポート 
②エアガイドアッパラジエータ 
③インテークグリル 
④Ｙ－ストラット 
⑤キャップ 
⑥調整エレメント 
⑦レーダドーム 
⑧ＡＣＣセンサ 
⑨センサホルダ 
⑩フロントバンパキャリア 
 

⑪アッパショックアブソーバ 
⑫ケーブルセットフロントエンド 
⑬クロスメンバカバー 
⑭ブレーキエアガイド 
⑮上下方向接続部 
⑯縁石乗り上げダンパ 
⑰エアフラップロア 
⑱エアガイドロアラジエータ 
⑲フロントロアバンパキャリア 
⑳フロント衝撃吸収材ロア 

＊アルミニウム合金 
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2．フロントエンド構造の特徴 

フロントバンパキャリアまで取外した状態でのフロントパネル周りの構成部品には、鋼板とアルミ

ニウム合金が併用されており、それぞれボルトで取付けられています。 

コンデンサ、ラジエータ上部に配置されるフロントクロスリンクを取外す際は、両側のストラット

内側、フロント接続部アッパおよびボーデンケーブルの切離しを伴います。ラジエータ後部のフロン

トパネルサポートはリヤ接続部アッパからエンジンキャリア（サイドメンバ）上面に配置され、ボル

トで取付けられています。右側のボルトを取外す際にはインテークマフラの取外しを伴います。また、

左右のホルダヘッドライトはリヤ接続部アッパに取付けられており、リヤ接続部アッパと一体または

単独で取外すことが出来ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フロントクロスリンク 

 

＊フロント接続部アッパ 

 

ストラット内側 

 

ホルダヘッドライト 

 

＊フロント接続部アッパ 

 

固定エレメント 

 

ロック 

 

ロック 

 

ホーン 

 コネクタホルダ 

 

ホーン 

 コネクタホルダ 

 

＊リヤ接続部アッパ 

 

＊フロントパネルサポート 

 

インテークマフラ 

 

＊リヤ接続部アッパ 

 

フロントクロスリンク 

 
固定エレメント 

 

ストラット内側 

 

ストラット内側 

 

①ホルダサポートフロントパネル 
②フロントパネルサポート 
③インテークマフラ 
④リヤ接続部アッパ 
⑤ロック 
⑥コネクタホルダ 
⑦ロックカバー 
⑧ホルダヘッドライト 
⑨ホーン（高音域） 
⑩ホーン（低音域） 

 

① 

 
② 

 

③ 

 

④ 

 ⑤ 

 

⑤ 

 

⑥ 

 ⑥ 

 

⑦ 

 
⑦ 

 

⑧ 

 

⑧ 

 ⑨ 

 
⑩ 

 

＊アルミニウム合金 
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3．まとめ 

今回紹介させていただいた内容は、イヤーモデルにより構造が変更される場合がありますが、技術情

報のため修理作業においては現車および最新の情報をご確認のうえ、ご活用願います。 

また、ビー・エム・ダブリュー株式会社では、作業によって専用のワークショップシステムやスペシャルツールを

指定しておりますので、該当部位への損傷が確認された場合は「認定ボディショップ」への入庫を推奨します。 

なお、2018 年 12 月発刊の構造調査シリーズ №J-827「BMW 523d〈G30〉（JC20）」では今回の情報

を含め掲載しておりますので、併せてご活用ください。 

 

（指数部／佐瀬 公子） 

 

 コグニビジョン株式会社が指数テーブル「2019年 2月号」を発行しました 

●2019年 2月号 国産車 指数テーブル（4 メーカー・4車種） 

メーカー名 車  名 型  式 

L E X U S  ＥＳ３００ｈ ＡＸＺＨ10系 

ス バ ル ＸＶ ｅ－ＢＯＸＥＲ GTE系 

日 産 ノート ｅ－ＰＯＷＥＲ ＦＯＵＲ SNE12系 

ホ ン ダ Ｎ-ＶＡＮ JJ1・2系 

(注)「2019年 2月号」のみの単独販売は行われておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 車名 型式 

J-829 ホンダ Ｎ-ＶＡＮ JJ1･2系 

J-830 ニッサン ノート e-POWER FOUR SNE12系 

J-831 レクサス ＥＳ３００ｈ AXZH10系 

J-832 スバル ＸＶ ｅ－ＢＯＸＥＲ GTE系 

お申し込みは、当社ホームページからお願いします。 

https://jikencenter.co.jp/ 

お問い合わせなどにつきましては 

自研センター総務企画部までお願いします。 

TＥＬ 047-328-9111 ＦＡＸ 047-327-6737 

自研センターでは新型車について、損傷した場合の復元修

理の立場から見た車両構造、部品の補給形態、指数項目とそ

の作業範囲、ボデー寸法図など諸データを掲載した「構造調

査シリーズ」を発刊しておりますが、今月は右記新刊をご案

内いたしますので、是非ご利用ください。 

販売価格：国産車（1,067円＋税別）、送料別 

     輸入車（2,057円＋税別）、送料別 

「構造調査シリーズ」新刊のご案内 

 

◆「指数テーブル」のお問い合わせ◆ 

コグニビジョン株式会社 営業部 

TEL：０３－５３５１－１９０１ 

FAX：０３－５３５０－６３０５ 

 URL： https://www.cognivision.jp 
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新型車構造情報  

 

 

BMW 523d〈G30〉(JC20)の 

ボディ構造について 

 

新型 5 シリーズ〈G30〉は 2017 年 1 月に発表され、ボディには７シリーズ〈G11〉（2015 年 6 月発表）

などの縦置エンジン車種に採用されている「CLAR（クラスター・アーキテクチャー）プラットフォーム」

が採用されています。「CLAR プラットフォーム」の特徴は徹底した軽量化で、アルミニウム合金、高張

力鋼板、超高張力鋼板をボディに多数採用し、インパネリインホースにはマグネシウム合金を採用する

など、先代モデルと比較して最大で約 100kg、日本国内モデルで約 80kg の軽量化を実現しています。 

今回は、BMW 523d〈G30〉（JC20）のボディ構造について紹介します。 

本記事では、カーメーカ発行のパーツカタログ部品名称および補給形態を記載し、サイドメンバについ

ては板厚を弊社で調査して掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. フロントボディ構造 

・ダッシュパネル周辺部品には鋼板が使用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダッシュパネル周辺の構成部品 

フロント 

パネル 

ファイアウォールサポートキャリア 

バルクヘッドクロスメンバ 

パーティション 

ユニットルーム 

ホルダサスペンションブレース 

アタッチメントT/Mキャリアコンソール 
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・スプリングストラットポイント（c）にはアルミニウム合金が使用されています。また、エンジンキ

ャリア（i）はアルミニウム合金の押出材が採用されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】※部品補給設定が無い部品は通称名を記載しています 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a インナホィールハウスサポート ○ i エンジンキャリア部 × 

b フロントホィールハウスサポートキャリア ○ j カバープレートエンジンキャリア ○ 

c スプリングストラットポイント ○ k エンジンキャリアリヤ部 × 

d ホィールハウスサポートキャリアエクステンション ○ l 接続部サイドフレーム ○ 

e サポートキャリアサポート ○ m 補強エンジンキャリア ○ 

f サポートキャリアカバープレート ○ n フロントインナＡピラー ○ 

g Aピラーカバー ○ o パーティションユニットルーム ○ 

h リヤホィールハウスシェル ○  

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

エンジンキャリア i ＋ j 

フロントホィールハウス エンジンキャリア + a ＋ c 

リヤエンジンキャリア k ＋ l 

フロントホイールハウジング、フロントサイドメンバの構成部品 t ：板厚 （Aｌ）：アルミニウム合金 

エンジンキャリアの内側には、アルミニウム合金のプレートが取付けられています。 

左側 
a 

ｂ 
ｃ（Aｌ） ｄ ｅ ｇ ｆ 

ｉ（Aｌ） ｈ 

ｋ 

ｌ 

右側 

a 

ｂ 
ｄ ｅ ｆ 

ｈ 
ｉ（Aｌ） 

ｋ 

ｌ 

ｃ（Aｌ） 

プレート配置 

イメージ 

ｊ 

a 

ｂ 

ｎ 

ｏ 

ｃ（Aｌ） 

ｉ（Aｌ） ｍ 

a 

ｂ 
ｎ 

ｊ ｏ 

★ 

ｃ（Aｌ） 

ｉ（Aｌ） ｍ 

★矢視 

ｔ＝2.4 

ｔ＝1.7 
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・以下写真に掲載している箇所について、新車時はセルフタッピングスクリュまたは押抜きリベット

で取付けられていますが、パネル取替時の取付作業はブラインドリベットを使用します。 

・リベットで取付けた部位に対しては電磁両立性を確保するため、修理書の指示に沿って EMC ボルト

を取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．サイドボディ構造 

・リヤフェンダには、ストライカ補強材、トルーフ部、テールライトキャリア部が取付けられた状態

で補給されます。各部品の単品補給は設定されていません。 

・リヤフェンダを取替える際の各カット位置には、補強プレートが部品設定されています。 

・リヤフェンダ上部（写真□Ａ部）は、ボディに C ピラー補強プレートを入れた後に補給部品を取付け

て突合わせ溶接します。リヤフェンダ下部（写真□Ｂ部）は、ドアシル補強プレートの全面に接着剤

を塗布してボディに入れた後に補給部品を取付けて、板金パテで仕上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セルフタッピングスクリュ 押抜きリベット 

：リベット箇所  ●：EMCボルト箇所   ：EMCボルト箇所（フロントホイールハウス（Assy）取替時） 

サイドフレーム サイドボディアウタの構成部品 ※全て鋼鈑製 

ストライカ 

補強材 

テールライトキャリア部 

トルーフ部 

：補給部品カット位置 

：修理書記載カット位置 
アウタＡピラー リヤフェンダ 

トランクルームフロア 

Ａ 

Ｂ 

リヤホィールハウスエクステンション 

【Ａ部】リヤフェンダ上部 （部品名：Ｃピラー補強プレート） 

Ｃピラー 

補強 

プレート 

【Ｂ部】リヤフェンダ下部 （部品名：ドアシル補強プレート） 

ドアシル 

補強 

プレート 
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・リヤフェンダのホイールアーチ部（写真■部）はヘミング加工が施されています。補給部品をボデ

ィに取付けてホイールアーチ部を内側に折曲げます。折曲げた箇所に亀裂が生じることがあるため、

パネルを鋭角に曲げない様に注意が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以下写真に掲載している箇所について、新車時は溶接で取付けられていますが、パネル取替時の取

付作業はブラインドリベットを使用します。 

・リベットで取付けた部位に対しては電磁両立性を確保するため、修理書の指示に沿って EMC ボルト

を取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ 

ａ’ 

■：ヘミング加工箇所 

リヤフェンダ 

接着剤 

リヤホィール

ハウスシェル 
シールコン 

パウンド 

5mm 

【加工前】 【加工後】 

ａ－ａ‘部断面

図 

：リベット箇所 

● ：EMCボルト箇所 
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・インナパネルの Assy 部品（インナＡピラーアッパ部、インナ B ピラー、インナルーフフレーム部、

リヤホィールハウスシェル（写真＊印））もあります（部品名：インナサイドフレーム）。インナ A

ピラーアッパ部、インナルーフフレーム部の単品補給設定はありません。 

・ B ピラー補強材（B ピラーリインホース）取替について、修理書ではカット取替の記載がありませ

ん。B ピラー補強材を取替える際は、B ピラーアウタ上部をルーフサイド部まで切開し、部品形状

どおりに取替えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・リヤホィールハウスシェル取替について、修

理書では全体取替（前端一部カット）および

アウタ側カット取替の二種類の作業が記載さ

れています。 

・全体取替作業を行う場合は、C ピラー補強材、

C ピラープルストラットの取外しが必要です。 

・アウタ側をカットして取替える場合、取付作

業はボディ側に残っているパネルと新部品を

20mm 重ねて、ブラインドリベットで取付け

ます。 

・インナルーフフレーム補強材の取替作業について、修理書ではカット取替が記載されています。カ

ット位置が C ピラープルストラットの内側にあるため、C ピラープルストラットを取外します。ま

た、カット位置の内側には補強プレートを入れる必要があります。補強プレートは、新部品の余っ

た部分から製作します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＭＣボルト書く？ クランドストラップも？ 

サイドボディインナの構成部品 ※全て鋼板製
：修理書記載カット位置 

＊リヤホィール 

ハウスシェル 

オープニング 

ツール 

コンソール 

インナ 

ルーフ 

フレーム 

補強材 

Ｃピラー補強部 

Ｃピラープル 

ストラット 

Ｂピラー補強材（補給無し） 

Ａピラー補強材（補給無し） 

エントランス 

レインフォースメント 

センタサイドフレーム 

クラッシュ用 

補強材 

サポートキャリア 

カバープレート 

ホィールハウス 

サポートキャリア 

エクステンション 

サポートキャリア 

サポート 

Ａピラー隔壁 

＊インナＢピラー 

＊インナＡピラー 

アッパ部 

＊インナルーフ  

フレーム部 

：リベット箇所 

リヤホィールハウスシェル 

アウタ側カット取替範囲 

インナルーフ 

フレーム補強材 

Ｃピラープル 

ストラット 

カット位置 
Ｃピラープルストラット取外し状態 

パネル内側への補強プレート取付イメージ 

カット位置 



24  自研センターニュース 2019 年 2 月号  

 

3．リヤボディ構造 

・テールパネルは、アウタパネル部（部品名：テールパネルアウタシェル）が単品で補給され、テー

ルパネルアウタシェルとインナパネル部の一体補給もあります（部品名：テールパネル Assy）。 

・テールパネル取替について、修理書ではテールパネルアウタシェル取替とテールパネル Assy 取替の

二種類の作業が記載されています。 

・テールパネルアウタシェルのみを取替える場合は、リヤフェンダ（テールライトキャリア部）下端

から 23mm 下方でテールパネルアウタシェルをカットして部品を取外し、補給部品をボディ側カッ

ト位置に対し 15～20mm 重ねてブラインドリベットで取付けます。 

・テールパネルAssyを取替える際は、両側のオープニングツールコンソールを取外す必要があります。 

・オープニングツールコンソール上部（左下写真□Ａ部）の取付作業について、修理書ではリヤフェン

ダを取替える際はブラインドリベットでの着作業が指示されています。 

・以下写真に掲載している箇所について、新車時は溶接で取付けられていますが、パネル取替時の取

付作業はブラインドリベットを使用します。 

・リベットで取付けた部位に対しては電磁両立性を確保するため、修理書の指示に沿って EMC ボルト

を取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テールパネル Assy 

オープニングツールコンソール 

テールパネル、ランプハウジングの構成部品 ※全て鋼板製 

テールパネルＡｓｓｙ取付状態（内側） テールパネル Assyの補給部品 

オープニング 

ツールコンソール 

テールパネル Assy 

（インナパネル部） 

Ａ 

テールパネルＡｓｓｙ取外し状態 

バンパホルダ バンパホルダ位置 

テールパネルアウタシェル 

リヤフェンダ（テールライトキャリア部） 

（補給無し） 

リヤフェンダ（トルーフ部）（補給無し） 

：リベット箇所  ●：EMCボルト箇所     ：修理書記載カット位置 

 
テールパネル取替作業 

テールパネルアウタシェル取替時 テールパネル Assy 取替時 
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・リヤサイドメンバ前部（リヤサイドメンバ部（j）、クロージングプレートフロント部（n））には、ア

ルミニウム合金が使用されています。 

・エクステンションアッパサイドメンバ（h）には、テーラードブランク（差厚鋼鈑）が採用されてお

り、板厚が前部（1.5mm）より後部（1.3mm）の方が薄くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【補給部品詳細】※部品補給設定が無い部品は通称名を使用しています 

記号 部品名 補給 記号 部品名 補給 

a リヤトランクルームフロア ○ i エクステンションロアサイドメンバ部 × 

b リヤトランククロスメンバ ○ j リヤサイドメンバ部 × 

c トランクルームパン ○ k リヤクロスメンバ部 × 

d トランクルームトレイ ○ l フロントクロスメンバ部 × 

e 補強部トランクライニング ○ m エクステンションサイドメンバ側部 ○ 

f フロントトランクルームフロア ○ n クロージングプレートフロント部 × 

g バンパホルダ ○ o リヤホィールハウスエクステンション ○ 

h エクステンションアッパサイドメンバ ○ p トランクルームフロア部 × 

 

【Ａｓｓｙ補給部品】 

部品名 構成部品 

トランクルームフロア o ＋ p 

サイドメンバクロージングプレート m ＋ n  

エクステンションロアサイドメンバ d ＋ i 

インナサイドメンバ エクステンションロアサイドメンバ ＋ h ＋ j 

トランクルームフロアキャリア構造 インナサイドメンバ（左）＋ インナサイドメンバ（右）＋ k ＋ l 

リヤフロア、リヤサイドメンバの構成部品 

リヤサイドメンバの構成部品 

t ：板厚 （Aｌ）：アルミニウム合金 

ｆ ｌ ｋ ｊ（Aｌ） 

ａ ｃ ｉ 

ｏ 

ｐ 

ｉ 

ｏ 

ｐ 

ｊ（Aｌ） 

フロント↑ 

ｄ 

ｆ 

ｃ ｅ 

ｈ 

ｂ 

ａ 

ｇ 

ｈ（ｔ＝1.3） 

ｈ（ｔ＝1.5） ｄ 

ｊ（A） ｊ（Aｌ） ｊ（Aｌ） 

：板厚変化位置 

：修理書記載カット位置 

フロント↑ 

ｍ（ｔ＝1.1） ｎ（ｔ＝1.6）（A） 

フロント→ 

ｇ（ｔ＝2.8） ｈ（t＝1.2） 

) 

ｉ （ｔ＝1.2） 

エクステンションサイドメンバ側部取外し状態 

ｇ（ｔ＝7.8） （ｔ＝0.8） 

フロント→ 
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・以下写真に掲載している箇所について、新車時は溶接、セルフタッピングスクリュまたは押抜きリ

ベットで取付いていますが、パネル取替時の取付作業はブラインドリベットを使用します。 

・右下写真の、リヤトランクルームフロア～エクステンションロアサイドメンバ部の接合について、

修理書ではリヤトランクルームフロアのみを取替える場合はブラインドリベットでの取付けおよび

EMC ボルトの取付け、両パネル共に取替える場合は溶接での取付作業が指示されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

←フロント 

リヤホィールハウス 

エクステンション クロージングプレート 

フロント部 トランクルームトレイ 
トランクルームパン 

※上記箇所は、リヤトランクルームフロアのみを取替える際はブラインドリベットお

よび EMC ボルト、リヤトランクルームフロアとエクステンションロアサイドメンバ

部を共に取替える場合は溶着 

クロージングプレート 

フロント部 
エクステンション 

サイドメンバ側部 

トランクルームフロア部 リヤホィールハウス 

エクステンション 

←フロント 

エクステンション 

アッパサイドメンバ 

リヤサイドメンバ部 

トランクルームパン 

トランクルームトレイ 

フロント→ 

トランクルームフロア部 

リヤホィールハウス 

エクステンション 

リヤサイドメンバ部 

↑フロント 

エクステンション 

ロアサイドメンバ部 

リヤクロスメンバ部 

←フロント 

リヤトランクルームフロア 

エクステンションロアサイドメンバ部 

：リベット箇所 

● ：EMCボルト箇所 
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4．ルーフ構造 

・ルーフアウタシェルには、アルミニウム合金が使用されています。 

・新車時のルーフアウタシェルは、全周が接着されています。取外す際は接着箇所をドライヤなどで

加熱しながら、くさび状の工具で接着箇所を剥がして取外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・取付作業は指定の接着剤でルーフアウタシェルの全周を接着します。接着剤塗布後、硬化するまで

の間はフィキシングツールセットおよびバイスグリップでルーフアウタシェルを固定します。 

・グランドストラップを、新車時に取付けられていた箇所にブラインドリベットで取付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．まとめ 

523d には、「CLAR プラットフォーム」が採用されており、高張力鋼板、超高張力鋼板、アルミニウ

ム合金、マグネシウム合金が採用され軽量化が図られています。これらのパネルを取替える際はカーメ

ーカ発行の修理書をご確認のうえ作業を行ってください。 

今回紹介させていただいた内容は、イヤーモデルにより構造が変更される場合がありますが、技術情

報のため修理作業においては現車および最新の情報をご確認のうえ、ご活用願います。 

なお、ビー・エム・ダブリュー株式会社では、部位によって接着およびリベットでの作業を指定しており、専用の

接着剤、シール剤、リベットおよび工具が必要になります。該当部位への損傷が確認された場合は「認定ボディシ

ョップ」への入庫を推奨しています。 

また、2018 年 12 月発刊の構造調査シリーズ №J-827「BMW 523d〈G30〉（JC20）」では今回の情報

を含め掲載しておりますので、併せてご活用ください。 
 

フロント→ 
ルーフプライヤ 

テンションストラップ 

バイスグリップ 

フィキシングツールセット（ＳＳＴ） 

ルーフプライヤ（６個） 

テンションストラップ 

（３本） 

省スペース保管のための 

壁掛け用ブラケット（２個） 

グランドストラップ 

ルーフアウタシェル 

インナサイドフレーム 

ルーフアウタシェル（Ａｌ） 

フロント 

ルーフアウタシェル（Ａｌ） 

：新車時接着剤箇所      ：グランドストラップ箇所 （Aｌ）：アルミニウム合金 

 

（指数部／上園 清久） 
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